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秦野市が「彫刻のまち」なのを
知っていますか？駅周辺や公園
など、実は景観に調和し、さりげ
なく身近にアートが存在してい
ます。
秦野駅周辺にも様々な彫刻が存
在していますが、作品名や制作者
はご存じでしょうか？「はだの文
化通信ハルモニア」内で少しず
つ紹介していきます。散策ついで
に、見つけてみてくださいね。

はだの
彫刻探訪

『母子像』 
作・佐藤助雄

『地球環境保全像』 
作・後藤良二

『COSMIC　RING』 作・横山徹 『生命の詩』 作・西巻一彦

『君を待つ風』 作・会田富二男

地
域
住
民
が
現
在
に
紡
ぐ

今
に
残
る
秦
野
の
伝
統
行
事

　
秦
野
市
に
は
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
的
な
行
事
が
数
多
く
存
在
し
、
地
域
住
民

や
保
存
会
な
ど
の
手
で
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
市
の
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
で
あ
る
瓜
生
野
百
八
松
明
や
鶴
巻
下
部
大
山
灯
籠
行
事
な
ど
地
域
住
民
が
守
り

続
け
て
き
た
こ
れ
ら
の
行
事
は
、
伝
統
を
紡
ぐ
だ
け
で
な
く
地
域
の
絆
を
深
め
る

役
割
も
果
た
し
て
き
た
。
一
方
で
、
伝
え
る
人
が
減
り
廃
れ
つ
つ
あ
る
も
の
も
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
秦
野
に
伝
わ
る
い
く
つ
か
の
行
事
を
紹
介
す
る
。

瓜う

り

う

の

ひ

ゃ

く

は

っ

た

い

生
野
百
八
松
明

　
毎
年
、
旧
盆
の
８
月
14
日

に
権
現
山
の
山
頂
か
ら
龍
法

寺
ま
で
火
が
つ
い
た
直
径
30

㎝
・
長
さ
２
～
３
ｍ
ほ
ど
の

大
松
明
を
担
い
で
山
を
下

り
、
寺
の
門
前
で
松
明
を
振

り
回
す
勇
壮
な
姿
が
見
ら
れ

る
民
俗
行
事
。
南
矢
名
の
瓜

生
野
地
域
に
伝
わ
る
も
の

で
、
昭
和
50
（
１
９
７
５
）

年
に
市
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
五
穀
豊
穣
と
悪
疫
退
散
を

祈
願
す
る
行
事
で
、
数
百
年

あ
る
い
は
江
戸
時
代
中
期
頃

か
ら
続
く
と
さ
れ
る
。
以
前

は
各
家
ご
と
に
松
明
を
作
り

参
加
し
て
い
た
が
、
現
在
は

瓜
生
野
百
八
松
明
保
存
会
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
県
教
育
委
員
会
発
行
「
神

奈
川
県
の
祭
り
・
行
事
」
に

よ
る
と
、
昔
は
「
百
ハ
タ

イ
」
（
タ
イ
は
手
に
持
っ
た

火
の
意
）
と
呼
ば
れ
、
盆
の

祖
霊
迎
え
で
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
秦
野
市
史

の
別
巻
民
俗
編
に
は
、
松
明

を
百
八
の
煩
悩
に
見
立
て
権

現
山
山
頂
で
焚
き
上
げ
る
と

い
う
記
述
も
あ
る
。

　
瓜
生
野
百
八
松
明
後
は
江

戸
時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
昭
和

52
（
１
９
７
７
）
年
に
市
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
に
な
っ

た
「
瓜
生
野
盆
踊
り
」
も
実

施
さ
れ
る
。
こ
れ
は
瓜
生
野

盆
踊
り
保
存
会
が
実
施
し
て

お
り
、「
手
踊
り
」「
さ
さ
ら

舟｣｢
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
の

ち
ょ
い
」が
披
露
さ
れ
る
。

下
大
槻
百ひ

ゃ
く
は
っ
た
い

八
炬
火

　
古
く
か
ら
水
田
耕
作
が
盛

ん
だ
っ
た
下
大
槻
に
伝
わ
る

伝
統
的
な
虫
送
り
の
行
事
。

下
大
槻
百
八
炬
火
保
存
会
に

よ
っ
て
毎
年
８
月
14
日
に
行

わ
れ
、
稲
の
害
虫
を
追
い
払

い
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
目

的
が
あ
る
。

　
百
八
炬
火
の
歴
史
は
古

く
、
平
安
時
代
の
武
士
・
斎

藤
別
当
実
盛
の
伝
説
に
な
ぞ

ら
え
ら
れ
て
い
る
。
戦
中
・

戦
後
の
一
時
期
は
途
絶
え
て

い
た
が
地
域
住
民
に
よ
っ
て

50
年
ほ
ど
前
に
復
活
し
た
。

　
行
事
が
始
ま
る
の
は
日
没

後
、
辺
り
が
暗
く
な
り
か
け

る
頃
。
あ
ぜ
道
に
並
べ
た
煩

悩
の
数
に
ち
な
ん
だ
１
０
８

の
藁
束
に
火
を
灯
し
、
稲
の

害
虫
を
焼
き
払
う
と
同
時
に

地
域
住
民
の
無
病
息
災
を
祈

り
３
基
の
神
輿
が
練
り
歩

く
。
そ
の
後
、
実
盛
を
模
し

た
藁
人
形
に
火
を
つ
け
る
。

　
虫
送
り
は
か
つ
て
菖
蒲
や

今
泉
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。

神
奈
川
県
下
で
も
ほ
ぼ
そ
の

姿
を
消
し
て
い
る
が
、
は
だ

の
歴
史
博
物
館
に
よ
る
と
伊

勢
原
市
や
松
田
町
、
横
浜
市

都
筑
区
な
ど
一
部
地
域
で

残
っ
て
い
る
と
い
う
。

盆
の
辻

　
先
祖
が
里
帰
り
を
す
る
た

め
の
場
所
と
し
て
、
各
家
庭

で
作
る
「
辻
」
。
地
域
で
呼

び
名
が
異
な
り
、
「
神
奈
川

県
の
祭
り
・
行
事
」
に
よ
る

と
中
井
町
・
大
井
町
・
松
田

町
で
は
「
盆
の
砂
盛
」
の
名

称
で
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
「
辻
」
は
祭
壇
の
よ
う
な

壇
で
、
竹
を
組
ん
で
作
る
。

最
近
は
竹
が
手
に
入
り
に
く

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
箱

（
木
枠
）
を
使
っ
て
い
る
家

も
あ
る
。
ま
た
、
砂
だ
け
を

盛
る
家
も
あ
る
と
い
う
。

　
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年

に
市
内
の
郷
土
史
研
究
グ

ル
ー
プ
が
行
っ
た
調
査
に
よ

る
と
時
代
の
流
れ
と
と
も
に

な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
か
つ

て
子
ど
も
の
仕
事
だ
っ
た
盆

の
辻
作
り
も
今
で
は
ほ
ぼ
大

人
が
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

以
前
は
公
民
館
の
講
座
と
し

て
行
わ
れ
て
い
た
体
験
会
も

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
現
在
は
菩
提
在
住
の
農

家
・
古
谷
昇
さ
ん
が
マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
秦
野
渋
沢
店
で
、

お
盆
の
時
期
に
辻
の
展
示
を

行
っ
て
い
る
。

鶴
巻
下し

も

ぶ部

大
山
灯
籠
行
事

　
「
夏
山
」
の
期
間
（
旧
暦

６
月
27
日
～
７
月
17
日
）
に

灯
籠
を
組
み
立
て
、
大
山
詣

り
に
向
か
う
旅
人
の
夜
道
を

照
ら
す
灯
明
を
灯
す
行
事
。

地
域
住
民
の
手
で
２
４
０
年

以
上
受
け
継
が
れ
、
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
に
は
市
の

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
行
事
を
継
承
し
て
い

る
の
は
鶴
巻
下
部
大
山
灯
籠

保
存
会
。
鶴
巻
下
部
の
灯
籠

は
常
夜
灯
で
は
な
く
、
毎
年

７
月
25
日
に
組
み
立
て
を
行

い
、
８
月
18
日
に
解
体
す

る
。
こ
れ
は
神
奈
川
県
以
外

の
東
京
都
や
埼
玉
県
で
も
見

ら
れ
る
と
い
う
。

　
鶴
巻
下
部
で
は
市
内
や
近

隣
周
辺
地
域
の
大
山
灯
籠
に

は
見
ら
れ
な
い
覆
屋
も
組
み

立
て
る
が
、
竿
部
に
は
明
和

６
（
１
７
６
９
）
年
建
立
、

文
政
５
（
１
８
２
２
）
年
再

建
と
刻
ま
れ
、
大
山
詣
り
が

盛
ん
だ
っ
た
江
戸
時
代
中
期

か
ら
後
期
に
は
行
わ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

瓜生野百八松明で行われる勇壮な松明振り回し

リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
石
売
り
を
行
う
子
ど
も
た
ち

下
大
槻
百
八
炬
火
の
様
子

組み立てられた大山灯籠

あくまっぱらいで各家を巡回

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
に
展
示
さ
れ
た
辻

　
▽
横
野
地
区
／
地
区
の
小

学
５
年
生
か
ら
中
学
生
が
最

年
長
の
大
将
を
中
心
に
、
獅

子
頭
を
か
ぶ
り
太
鼓
を
鳴
ら

し
な
が
ら
「
舞
い
込
め
」
の

掛
け
声
と
と
も
に
約
２
０
０

軒
を
お
払
い
し
て
回
る
。
昭

和
37
（
１
９
６
２
）
年
頃
ま

で
青
年
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
た
が
10
年
ほ
ど
途
絶

え
、
昭
和
50
（
１
９
７
５
）

年
頃
に
地
元
子
ど
も
会
の
手

で
再
開
し
た
。

　
▽
堀
西
／
波
多
川
子
ど
も

会
の
幼
稚
園
児
か
ら
中
学
生

が
獅
子
頭
を
持
ち
、
約
２
０

０
軒
の
家
の
玄
関
先
な
ど
を

回
り
「
あ
く
ま
っ
ぱ
ら
い
」

と
大
声
で
唱
え
る
。
昭
和
30

年
代
ま
で
青
年
会
が
主
催

し
、
４
～
５
年
ほ
ど
途
絶
え

た
も
の
を
子
ど
も
会
が
引
継

ぎ
再
開
し
た
。

　
▽
菖
蒲
／
下
東
地
区
の

小
・
中
学
生
の
男
子
が
最
年

長
の
大
将
を
中
心
に
、
獅
子

頭
や
御
幣
を
持
ち
ひ
ょ
っ
と

こ
の
面
を
か
ぶ
り
約
１
５
０

軒
を
回
る
。
玄
関
先
な
ど
で

「
あ
く
ま
っ
ぱ
ら
い
」
と
大

声
で
唱
え
、
手
作
り
の
札
を

配
る
。

祖
神
祭
」
の
中
で
行
わ
れ
る

小
正
月
の
行
事
で
、
西
大
竹

の
東あ

ず
ま
ち
ょ
う町
地
区
と
開
戸
町
地
区

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
大
将

を
中
心
と
し
た
小
学
生
男
子

が
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
各
家

を
回
り
、
道
祖
神
石
塔
や
五

輪
塔
、
手
作
り
の
お
札
を
売

り
歩
く
。

　
こ
の
行
事
は
、
子
ど
も
た

ち
の
無
病
息
災
を
願
う
た
め

の
も
の
で
、
明
治
時
代
中
頃

か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
石
を
買
う
と
子
ど
も
に

病
気
や
災
い
が
起
き
な
い
と

い
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
各

家
庭
の
お
飾
り
を
回
収
し
な

が
ら
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ

れ
る
道
祖
神
ま
わ
り
の
石
を

売
る
。

　
石
は
大
き
さ
に
よ
っ
て
値

段
が
決
ま
っ
て
お
り
、
売
り

上
げ
は
お
札
づ
く
り
な
ど
の

経
費
や
、
子
ど
も
た
ち
の
小

遣
い
に
な
る
。
売
っ
た
石

は
、
ど
ん
ど
焼
き
後
に
回
収

さ
れ
元
の
場
所
に
戻
さ
れ

る
。
近
年
で
は
少
子
化
の
影

響
で
、
中
学
生
が
参
加
す
る

こ
と
も
あ
る
。

あ
く
ま
っ
ぱ
ら
い

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統

的
な
小
正
月
の
行
事
。
い
く

つ
か
の
地
区
に
伝
わ
る
道
祖

神
祭
の
別
の
呼
び
名
で
、
市

内
で
は
横
野
、
堀
西
、
菖
蒲

で
行
わ
れ
て
お
り
無
病
息
災

と
家
内
安
全
を
願
い
地
域
の

家
々
を
回
る
。

石
売
り

　
「
ど
ん
ど
焼
き
」
や
「
道
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宮永岳彦記念美術館 新展示

永岳彦とは？

宮永岳彦記念美術館

衣装でみる宮永岳彦～伝統と流行～

TEL.0463-78-9100
10：00～19：00（入館は18：30まで） 月曜休館

秦野市鶴巻北3-1-2
ホームページはこちら

　「光と影の華麗なる世界」と称される美人画で知られた
洋画家。静岡県磐田郡(現・磐田市)で生まれ、２度の兵役
のあと実家のある名古木にアトリエを構え創作活動を続
けた、秦野市の芸術を語る上で欠かせない存在です。

　12月7日㈯から、宮永岳彦記念美術館の常設展示が新しくなりま
す。宮永岳彦にとって“衣装”とは？今回の展示では、宮永岳彦が描いて
きた衣装に光を当て、その華麗で彩り豊かな作品を紹介します。展示
期間は2025年6月1日㈰まで。12月2日㈪～6日㈮は常設展示室の作
品入れ替えのため休館。

宮


